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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年11月28日(2013.11.28)

【公表番号】特表2013-510649(P2013-510649A)
【公表日】平成25年3月28日(2013.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-015
【出願番号】特願2012-538839(P2012-538839)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   9/007    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   9/00    ５７０　
   Ａ６１Ｂ  19/00    ５０３　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月10日(2013.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光線を受けて伝達させる光ファイバと、
　前記光ファイバに対して作動可能に連結されたハンドピースと、
　遠位光ファイバ及び遠位光導体を有し、前記遠位光ファイバ及び前記遠位光導体のそれ
ぞれの近位端は、前記光線を受け該光線を散乱させて領域を照らすために、前記光ファイ
バの遠位端に選択可能に光学的に連結され、前記遠位光導体の近位端の表面積は、前記光
ファイバの遠位端の表面積より大きい光学要素と、
　前記ハンドピースに作動可能に連結され、前記光ファイバを前記遠位光ファイバ及び前
記遠位光導体に選択可能に連結するためのアクチュエータと、
　前記ハンドピースに作動可能に連結され、前記光ファイバ及び前記光学要素を収容して
導くためのカニューレと、を具備する構造化された照明プローブ。
【請求項２】
　前記遠位光導体は、機械加工されるか又は射出成形プラスチックである請求項１に記載
の構造化された照明プローブ。
【請求項３】
　前記遠位光導体は、１９、２０又は２５ゲージの光導体である請求項１に記載の構造化
された照明プローブ。
【請求項４】
　前記カニューレ及び前記ハンドピースは、生体親和性材料から製造される請求項１に記
載の構造化された照明プローブ。
【請求項５】
　前記光ファイバは、近位端で光ケーブルに光学的に連結され、該光ケーブルは、前記光
ファイバに光線を発するために前記光源に作動可能に連結される請求項１に記載の構造化
された照明プローブ。
【請求項６】
　前記光ケーブルのゲージと前記光ファイバのゲージが等しい請求項５に記載の構造化さ
れた照明プローブ。
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【請求項７】
　前記光源は、キセノン光源である請求項１に記載の構造化された照明プローブ。
【請求項８】
　前記光源は、ＬＥＤ光源である請求項１に記載の構造化された照明プローブ。
【請求項９】
　前記光ファイバと前記遠位光ファイバと前記遠位光導体との間の配列を確実にする一組
の精密ストッパをさらに具備する請求項１に記載の構造化された照明プローブ。
【請求項１０】
　前記遠位光導体は、テーパーを備える請求項１に記載の構造化された照明プローブ。
【請求項１１】
　光線を生ずるための光源と、
　光ファイバを有し、光線を受けて伝達させるため前記光源に光学的に連結された光ケー
ブルと、
　該光ケーブルに作動可能に連結されたハンドピースと、
　遠位光ファイバ及び遠位光導体を有し、前記遠位光ファイバ及び前記遠位光導体のそれ
ぞれの近位端は、前記光線を受け該光線を散乱させて領域を照らすために、前記光ファイ
バの遠位端に選択可能に光学的に連結可能であり、前記遠位光導体の近位端の表面積は、
前記光ファイバの遠位端の表面積より大きい光学要素と、
　前記ハンドピースに作動可能に連結され、前記光ファイバを前記遠位光ファイバ及び前
記遠位光導体に選択可能に連結するためのアクチュエータと、
　前記ハンドピースに作動可能に連結され、前記光ファイバ及び前記光学要素を収容して
導くためのカニューレと、を具備する構造化された照明システム。
【請求項１２】
　前記遠位光導体は、機械加工されるか又は射出成形プラスチックである請求項１１に記
載の構造化された照明システム。
【請求項１３】
　前記遠位光導体は、１９、２０又は２５ゲージの光導体である請求項１１に記載の構造
化された照明システム。
【請求項１４】
　前記カニューレ及び前記ハンドピースは、生体親和性材料から製造される請求項１１に
記載の構造化された照明システム。
【請求項１５】
　前記光学要素と前記カニューレとの間で該カニューレの遠位端での封止部をさらに具備
する請求項１１に記載の構造化された照明システム。
【請求項１６】
　前記光源は、キセノン光源である請求項１１に記載の構造化された照明システム。
【請求項１７】
　前記光源は、ＬＥＤ光源である請求項１１に記載の構造化された照明システム。
【請求項１８】
　前記光ファイバと前記遠位光ファイバと前記遠位光導体との間の配列を確実にする一組
の精密ストッパをさらに具備する請求項１１に記載の構造化された照明システム。
【請求項１９】
　前記遠位光導体は、テーパーを備える請求項１１に記載の構造化された照明システム。
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